


図~1の』己りて
'ある。図-1よ り200万□疲労強

度之推たすうとt応ヵ比s=′5で|よ静白,腐υ素強度
の8ム5%′S=θ、うで`2う%′ S=θ.′ζて``?夕%と なっ

た。 しれうとM。。re―k。た‖ers―■,Ferのたウ強反図之

櫛くとロー2のIしりて`ある。 しれよりSと悦の関

竹lよSoretyどの迫線に半仏
した曲線とあった。

夫-1に 宇1裂薇"言へ験のひびわれが生回数、厳

勿とロオ史′た力反ホよ″応力んの関係を手した。し

のたからレンわれ|よ、徐Eし 。わ期の段階ですび

日~2コ ンクリートの200万口訂資労̀ 象友∽
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に誉生しておヽり,特に晩=ο、お悦β(晦

|よ零1裂腋崚強度)状上のものびはや期

にあ生して、ヽろ3ヒがわかる。

図―ぅはf例としこ学1裂疲"試験儡

Fθ7‰S=ようのイ人試体の霧譲&しに伴う

ひびわれの進`J状えをTしたtのびあ

る。 研ひわたはシリ)ダーの中|じより

下力2伽」すまの骨材のだレド`|・不って

繰重 し回数 う万口 て
・
亦 生 し,夕 ゎ 曰び

ひびわれ1よ上ヵlo進ィ『し,7巧 lFI Z・1よ

上んあヽよび下方への進`『が見うれ,

′′4θθο lplび肢崚tで1)

る。憫げ疲労試験イ子て
'は

すべて最初の載荷時にし

デみひわlllが生デろよう

な幌ず試験とイ了フた。写

真-11よ1例として“二

θ,7'亀β(♂3らi山げ隊攻強

度)S=θ.25のぇ乗コ重しじロ

数に伴うひぴわたの進行 葬 l oXが
それ翻■2ロヨ封わク幼れ

状えι示す。孝/うlよ,んに7°レーンコンクリ
ート石の子浄"試蒟贄

において非常|こ小さい荷皇段階かう彿いヽひ夕われ伊発生[, I)く

つかの瀞ヴレびわれに成長して朦壊に■ろことと報告した燿 疲夕の場合におりそも同様なことがえ

ぅねた。また写嗅-1に 示すよう|こ繰退■回数とともにひひ`われ|よ上方|こ進行すろが、そねが中止軸

t越えでι直(・にlよ厳壊したい有ιあった。何bこし□数7θθ乃曰に撻をした才テ|よ、そのβ寺tほび帝のア礎滅

試験と,T,たが
',その際の成断位置よノアしtすで

・1こ生し`ていたひひわれとは一致しみか,た。砦1裂

薇労訂贈縦)であサろ荷重゙ねにしに伴う、応ヵ―ヶrけ由位の麦イとの傾向|よ、図-4(“='70“3S‐θ夕)
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表-1

シリガ≒墓. ヒじ′g電員ゃ疎壊峙口数 上陶む力腹 たヵ比6
41516-II 1ら回 5.2万 ロ a88`ぉ a5

4 56-工 20 200 a35 θ.5

4 516-31E 1 a35

4 516-17 5 う.0 a3 a6

4 56-Ⅲ 11.4 0.75

4 59-工 “ .4 075 0.5

41516-T 3 57.2 a75

41525V 1 3.1 0.75

41516‐エ 50 80.5 a7 0.15

41516-IE 200 200 J}kL o.7 0.5
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